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日野都市計画

神明上土地区画整理事業

施行者 日野市

地区面積 133.2ha 

総事業費 76.7億円

施行期間 昭和41年10月4日~昭和57年6月30日

権利者数 1 ，791名

内訳所有権者 1，743名

借地権者 48名

あいさつ 神明上土地区画整理事業は¥目白利41年10月着手以来¥社会経活状勢の変化澱しい時期

に直面したため幾多の困難ガありましたが¥それらを見事克服してここに殴功のはこび

となりました。

これは¥関係された権利害の深いご理解に併せて¥建設省¥東京都のご当局をはじめ¥

市議会¥関係行政機関のご指導によるものと喜びに疋えないところです。

さて¥区域は整然として快適な都市環境に生まれ変わりましだ。日野駅周辺も市の表

玄関にふさわしい姿ガ整い¥事業地区の中央に当る台地には市役所庁舎¥中央公園¥市

立第七小学校¥消防署等ガ既に建設されており¥近く¥市民会館も建設される予定で、

名実ともに市のセンターとなる区域であります。 ぎた¥街路の施設や¥雨水・ 下水の排

水など生活環況が整ったことは¥市民生活に大きく貢献し¥加えて¥公園 -緑地の配置

など人々の山に健康と文化の潤いをもたらすものと高く評価されるでありましよう。

市は今後も土地区画整理方式による都市計画の事業化を遂次行うべく準備を進めていますガ¥この事業は将

来のためにも大きい業績を果したものと位置づけられるでありましよう。

本日¥ここlこ立派な市街地ガ誕生したことを市民と共にお祝いし¥かさねて関係各位に深く感謝申し」二げる

次第であります。

.r ~. r、r.-n "J仁川

よし ，--，¥._;UJJ

日野市長森 田 喜 美 男



市のうつり変り
市街化区域内の開発状況り昭和32年3月から豊田地区ガ事業化され¥次いで日

野市による平山台地区ガ昭和38年9月から事業に着手

されましだ。

当神明上旭区については¥昭和41年10月オ日に事業

化され今日の新しし1街として生まれ変りましだ。

本市としては¥既成市街地の秩序ある発展及び防災¥

土地利用の高度化に対応するための環境整備を¥まだ

市域周辺地域の開発整備など¥総合的な都市基盤の整

備を行って来ました。

本市における土地区画整理事業の実績は¥組合施行

も含めて7:t也区488.1haガ既に完了し¥現在3:t也区143.8

haを施行しており¥市街化区域2，240haの約28%が土

地区画整理事業により整然とした街に生れ変ることに

なります。

今後も¥自然との調和のとれだ健全な都市の建設に

土地区画整理事業は大きな効果をも芝らすでしよう。

本市は\ 者ßi li，\より西万約30km~35kmに位置し\日野

駅を中山におおむね南北方向に国鉄中央線ガ¥又高幡

不動駅を中山に京王線ガ市の南部を東西に走り¥又国

道20号線ガ東西方向に延びる近年市街化の著しい市域

であります。

昭和の初期までは農業就業者ガ8割近くまでを占め

るという典型的な農業地帯でし疋。しかしながら¥中

央線の電化¥大規模な工場の進出等により工業都市へ

と姿を変えることとなりました。

戦後¥日本の経済復興にともなって東京への人口集

中ガ高まり¥受通の利便性ともあいまって¥昭和30年

代から本市への人口流入ガ進み¥急速に市街化ガ進む

こととなりました。

昭和38年に市制を敷くことになり¥この頃から本市

において土地区画整理事業ガ施行されるようになりま

しだ。

まず日本住宅公団〈現日本住宅都市整備公団〉によ

2，711ha 総面積

総人口 147，395人

(9月1日現在)
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事業の背景と目的

日野市土地区画整理事業一覧

地区
地区名

面積
施行者 都決市計定画 事業認司 換地処分

番号 (ha) 

⑦ EHEB E 田 132.9 
日本住宅

31. 4.13 32. 3.13 40. 4.27 
都市整備公団

② 平山台 128.1 日野市 35. 6.13 38. 9.19 48. 7.14 

③ 神明」二 133.2 ノノ 39.10.23 41 .10. 1 57. 6.30 

④ 万願寺
126.9 

ノノ 40. 6. 7 51 8 施行中(256.5) 

⑤ 新坂下 77.0 ノノ 40. 6. 7 

⑤ 四ッ笛下 15.0 ノノ 40.11.11 41.10. 1 49. 1.30 

⑦ 吹 上 団地 27.6 組 どCミコ、 39. 6.20 47. 6.30 

⑤ 
平山七生台 29.5 

{固 人 44. 8.29 48. 1.27 
(第 1) 

⑨ 
平山七生台

21 .8 個 人 44. 8.29 49. 6.29 
(第2)

⑬ 
日野市

12.6 組 4仁2コト 55. 7.29 施行中
平山下耕地

⑪ 
日野市

4.3 ノノ 56. 2.18 施行中
金田

⑫ rc二司3 幡 40.0 調査中

⑬ 豊田南 89.0 調査中

4C3コ、 言十 837.9 

( )は都市計画決定面積

近年¥我ガ国では経済成長ガ進むにつれ¥人口

の都市集中ガ高まり¥大都市周辺は急速に市街化

しつつあります。東京都においても人口¥産業の

集中は瀕しいものがありましだ。

これに対処するだめ¥都内に集中する人口¥産

業を抑制するとともに¥首都の周辺区域に衛星都

市を建設し積極的に分敵¥誘導を図るという¥首

都圏構想ガ樹立され¥これを推進するだめに昭和

31年6月「首都圏整備法」ガ制定施行されまし芝。

これに基づいてだてられた「首都圏整備計画」で

は首都圏を郡山から郊外に向けて 「既成市街地_j，

「近郊地情 〈グリーンベルト)_j， r周辺地域」に分

け¥近郊地帯外側の周辺地域に衛星都市を建設し¥

首都圏に流入する人口と産業をここに吸収しよう

とするものでした。

この「周辺地域」 の開発は¥周辺部-帝の中小

都市を開発整備して産業と住居を近接し芝都市と

しての機能を持つ疋都市構造〈衛星都市〉とする

ことを主眼とし疋もので¥この区域を市街地開発

区域として指定しましだ。(この指定は¥その後菖

都圏整備計画の変重によって区域の指定替えガさ

れ¥現在では近郊整備地帯として開発されること

になっだ。〉

このだめ東京都では r日野¥八王子、町田¥青

梅¥羽村¥福生」ガ指定を受けることになり¥整

備計画に墓づく市街地開発区域として開発整備が

本格的に若手されることになりまし芝。

日野市においては¥昭和35年に浅川北側のほと

んどの地域について¥土地区画整理事業による都

市基盤整備計画を決定し¥そして急澱に市街化ガ

進行しスフロール化ガ予想される街を計画的に都

市基盤の整備を図ることを目的として¥東京都と

6市町で「財団法人東京都新都市建設公社」を設

立して体制を整えましだ。

神明上地区については、昭和41年に事業認可を

受け¥国鉄日野駅を中山に住宅用地及ひ商業用地

の開発を行うとともに¥既設住宅地の整備を行つ

だもので¥本事業の完成により本市の北の豆関口

として¥今後の市の発展に大いに寄与するものと

蓄えられます。
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事業の概要

この事業は¥日野市ガ施行者となり施行されま

しだ。

旭区面積は 133.2ヘクタールで¥昭和37年から

事業の準備が始められ¥今日の完成ぎで準備期間

を加えると20年間を要しました。

事業費は当初14億円を予定していまし芝ガ¥物

価上昇等により最終的には"76億ア千万円になり

ました。

事業は¥日野駅前周辺の商業地と住居地の区画

の形質を変更して土地利用の増進を図ることと¥

道路¥公園などの公共施設を整備することを中山

整備内容

積

可

分

面

認

処

行

業

地

施

事

換

133.2ha 

昭和41年10月T日

昭和57年6月30日

権利者数 1 ，791名

(内訳〉所有権者 1，743名

借地権者 48名

費

わ

出

来

円

V
八

事

ω
区 分 金額(干円〉

国庫補助金 646，000 

東京都補助金 1 ，422，.538 

日野市負担金 2，726，526 

保留地処分金 2，405，862 

国鉄負担 金 72，702 

公共施設管理者負担金 396，372 

4仁2コト 言十 7，670，000 

(受出〉 区 分 金額(干円〉

工 事 費 3，626，546 

補 (費 費 1，475，314 

謂査設計・事務費 1 ，492，761 

不リ 子 833，234 

分 担 金 140，085 

文化財調査費 102，060 

4cとコb 言十 7，670，000 
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まだ日野駅周辺は駅前の整備が進むにつれて商屈

も新装され商居街を形づくるようになり¥活気に

あふれる街並みになりましだ。

一方¥市ではこの地区を市政の中山ととらえ¥

地区内に市役所を新設しましだ。 まだ人口の増加

により¥地区内に小学校を 校新設しましだ。

この地区は¥今後市の中山として緑にあふれた

良好な住宅地として発展することが期待されます。

に進められまし芝。

この旭区は¥大部分ガ畑地で地区東部には水田

も見られ¥認可時にはわずか8%程度の公共用地

しかありませんでしたが¥土地区画整理の結果¥

公園緑地を含めて28%余りの公共施設が新設改良

され¥宅地の利用増進ガ格段に高められまし疋。

道路については¥他市町との交通を結ぶ幹線街

路を 4，701m"地区内生活機能の円滑化を図る区

画街路を26，522m整備しましだ。これらの道路は

排水施設ガ設けられるとともにアスコン舗装ガ施

こされ¥まだ幹線街路には街路樹を植えてより良

い住生活環境を得られるようにしましだ。

公園については¥この地区の中央的な公園(近

隣公園〉として日野中央公園(約2ヘクタ ル〉

を始め¥児童の日常の遊ひ場として児童公園(約

1，300 附~2 ， 100mつを誘致距離を考えて3箇所¥

言十4箇所 (25，389mつの公園を新設しましだ。ま

だ当地区の台1也と平坦地問の傾斜地を利用した緑

地を49，967m'設けて¥近年失われ行く緑を確実に

残すことで緑豊かな街づくりに努力しましだ。

当地区は¥道路などの公共施設ができあがって

くるにしたがって¥一般住宅の建設が盛んになり¥

? 

ー.

土地の種目別施行前後 対照表

橿 自
施 イラ 月IJ 施 行 後

I也積 (mつ 筆 数 割合(%) 地 績 (m') 割合(%)

道 路 62，426.91 気拡議
4.68 33，615.41 2.52 

公
国青地 水 路 10，479.48 

j民 0.79 

言十 72，906.39 5.47 33，615.41 2.52 

土/土¥ 準国有地
中央高速道路 35.101 .43 〈けk 

2.63 37，231.40 2.79 

言十 35，101 .43 2.63 37，231.40 2.79 

用 I也 万
道 路 12，601.65 0.95 221，848.52 16.65 

公共団体
公 園 75，356.48 5.65 

水
I也 所有地

路 5，369.67 

言十 12，601.65 0.95 302，574.67 22 

120，609.47 9.05 373，421.48 28.02 

1田 580，996.65 1 ，425 43.61 

白 60，669.54 247 4.55 

民 F七--. 地 185，133.35 941 期
13.90 

=6 山 称 107，048.12 197 8.03 

原 野 2.264.30 16 0.17 

育 墓 I也 5.999.00 14 0.45 

公衆用道路 2，225.92 25 0.17 

境 内 地 0.77 
925，154.73 69.44 

10，313.00 7 
、

I也 雑 4重 地 9，445.21 59 0.71 

学校教 i也 43，527.00 31 
九 安句 3.27 

E十 1，007，622.09 2，962 75.63 

地 国 育 I也 7，168.00 19 キ
0.54 a‘ 

準 国 育 I也 69，934.41 267 5.25 

地方公共団体所南地 69，442.54 111 5.21 

1 ， 154， 167 . 04 3，359 86.63 925，154.73 69.44 

(呆 留 i也 33.786.16 2.54 

演1 重重 i曽 57，585.86 4.32 

4C2コ2、 計 1，332，362.37 
お 100.00 1，332，362.37 100.00 3，359 、 !

完成した公共施設

1重 再ラ 状 寸 j去
名郡番号

日リ 幅員(m) 延長(m) 面積(mつ

3 2 22 1，079.06 27，480.94 

2 2 T 15~20の一部 782.77 7.134.41 

2 2 3 16 1，243.02 23，305.22 

2.2・4(駅広を含む〉 16 420.96 10.652.55 

{萄 2 3 3 12 1 ，098.28 15.288.11 

2 3 どl 12 77.76 1，133.68 

言十 4，701.85 84，994.91 

区 画 {葺 路 20 483.15 9，705.37 

ノノ 12 400.73 4.918.'34 
蕗

)) 8 2，963.97 25，506.40 

ノノ 6 17，775.84 111 ，564.28 

ノノ 4 4，898.81 19，653.68 

言十 26，522.50 171，348.07 

日野中央 公 園 20，373.15 

公 大久保公園 2，172.52 

園 大坂西公園 1 ，526.37 

緑 矢の山公園 1，317.27 

I也 日 野 緑 I也 49，967.17 

75，356.48 

水 水 路 2~3.5 2，042.55 5，369.67 

路 言十 2，042.55 5，369.67 

ど亡〉コ、 337，069.13 

ア



8 

開発前の地域のようす

この地区は¥日野市のほぼ中央の位置にあり¥北側

は国道20号線〈甲州街道¥.南側は吹上団地区画整理事

業区域¥西側は豊田工地区画整理事業区域〈多摩平団

地〉にはさまれだ一部段下を含む台地で東西約1，000m， 

南北約1，500mにわだる面積133.2ヘクタール(約41万

坪〉の区域です。

この地区は国鉄中央線によりほぼ東西に分割されて

おり¥おおまかには段下は商業と住宅¥段」二は畑とい

う土地利用で¥段上には桑畑ガいだる所に見られまし

だ。

商業は王に日野駅を中山に国道20号線沿いにあり¥

住宅は段下及び日甲州街道沿いにひらけ¥段上には部

分的に塊状に点在していました。

主な施設としては¥旭区東北部の川崎街道沿いに日

野市役所¥消防署¥日野第一小学校があり¥国道20号

線沿いに八坂神社¥日甲州街道沿いに宝泉寺¥第一小

学校西側に大昌寺ガ¥まだ地区北西部に浄水場¥地区

西部中央に実践女子大学ガありましだ。

地区内の道路は地区西北部を国道20号線とほぼ平行

に走る旧甲州街道の他は¥農道を中山としたものしか

ありませんでしだ。

交通機関は¥国鉄日野駅及び国道20号線を通るパス

を利用していましだ。



諮問機関

土地区画整理審議会委員

5平 価 貝

事業を民王的に進める疋め¥関係権利者の意見 審議会¥協議会ガ開催され多くの案件ガ審議され
o評価員

反映の機関として法律の定めにより土地区画整理 ました。

審議会ガ設けられました。審議会は¥権利害の利 評価員は¥土地の評価などを公正に行うため¥
大貫 武 昭42.6.27'"'"'昭57.9 .30 

益保護と事業の公正円滑な運営のための諮問機関 学識経験者力らなる5名の方々ガ就任され数多く

で¥委員の数は施行規程に定められていますが¥ の答申をお願いい疋しぎした。
4、}

この地区では¥権利害の中から選挙された委員12 この事業ガ今日の完成を見疋のもこれら委員の
金子新太郎 昭42.6.27'"'"'昭57.9.30 

名と市長ガ選任する学識経験者3名¥合せて15名 方々のご尽力のたまものと申せぎしよう。
草刈就利 昭42.6.27'"'"'昭48.4.30

で構成されました。昭和42年 3月発足以来数々の
ー持

板橋 蹴 昭42.6.27'"'"'昭55.5.31

o審議会委員
森久保 = 次 昭42.6.27'"'"'昭57.9 .30 

奥住 j青 昭42.2 .14'"'"'昭57.5.8
前会安長西

昭42.3.14'"'"'昭45.2.12
小西 ~ß 昭50.4.9'"'"'昭57.9.30

昭42.2.14'"'"'昭57.5.8 中村喜代治
l冒 橋春吉 昭55.9.1'"'"'昭57.9.30

岩沢哲夫 昭42.2 .14'"'"'昭57.5.8

伊 藤初雄 昭42.3.14'"'"'昭57.5.8 実践女子学園 昭42.2 .14'"'"'昭47.2.13
審議会開催風景

高木 茂 昭42. 2 . 14"-'昭52.4.16 浜田 勲 昭45.3.15'"'"'昭52.8.1

JE ぃコ、ー 長 昭42.2 .14'"'"'昭57.5.8 日野竹男 昭47.4.17'"'"'昭52.4.16

河野正夫 昭42.2 .14'"'"'昭5i.5.8 中村清治 昭47.4.17'"'"'昭57.5.8

大野勇 昭42.2 .14'"'"'昭47.2.13 石津 勇 昭47.4.17'"'"'昭52.4.16 

会長清水芳雄 昭42.3.14'"'"'昭57.5.8 馬場元衛 昭52.5.9'"'"'昭56.7.12

....， 

=浦永訓 昭42.2 .14'"'"'昭52.4.16 田中広吉 昭52.5.9'"'"'昭57.5.8

一ノ瀬喜代治 昭42.2.14'"'"'昭57.5.8 河本徳次 昭52.5.9'"'"'昭57.5.8
J，除

清 板亮 昭42.2 .14'"'"'昭46.10.ア 小島安蔵 昭52.5.9'"'"'昭57.5.8

会伊長代理藤 松 男 昭42.2 .14'"'"'昭57.5.8 猪鼻要次 昭52.5.9'"'"'昭56.11.14
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この事業は¥昭和37年頃から話しガもちあがり¥

翌年の昭和38年に測量 ・調査ガ行われました。

昭和39年10月23日に施行範囲を決め(施行区域

の決定)，さらに昭和41年10月 T日に事業認可を受

け¥事業ガ実際に開始されましだ。この事業ガ今

日の完成を男るぎでに¥準備期間を含めて20年¥

事業認可から実質作業で16年間を要しました。

事業は¥効率を考えて用地を借上げて先行的に

道路士事を進めましだ。

12 

昭和年月白

昭和45年12月に第 T次の仮換地ガ指定され¥続

いて移転が始まり¥移転により土地の空いだ部分

の道路工事等ガ)11買次進められました。

なお¥換地処分公告が昭和57年6月30日に東京

都知事により行われだ結果、清算金事務等ガ残さ

れていますが¥長期にわだつだこの事業も¥権利

者のご理解とご協力により¥ここに収束にこぎつ

けることになりましだ。
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市街地開発区域の指定

市は設立団体の一員として(財)東京都新都市建設公社を設立

神明土地区の区画整理事業の話しがもちあがる

現形測量を実施

権利調査を実施

施行区践の決定、公園の都市計画決定

施行規程の公布

街区確定測量

事業計画の縦覧

事業計画の認可

登記所ヘ施行区域を届出

第T回審議会委員選挙日

審議会委員(権利者選出)選任

)) (学識経験者) )) 

評価員選任

評価基準、換地基準の施行

仮換地の仮決定

仮換地案を供覧

画地確定測量

第4次仮換地を指定 (9.9ヘクタール)

13 

告書

昭和年月日

⑩ 1 . 25 

2. 13 

4. 15 

7. 27 

10. 8 

11. 9 

事 頂

第2次仮換地を指定 (0.3ヘクタール)

第3次 ) ) (9.5 )) ) 

第4次)) (12.5))) 

第5次)) (0.14)) 

第T回事業計画の蛮更(設計、資金、施行年度の変更)

第6次仮換地指定 (27.6ヘクタール)

都市計画道路の決定 (2・2・1号線)

竹. 11 ;. 第ア次仮換地指定 (20.2ヘクタール)
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都市計画道路の決定 (2・3・3号線)

第8次仮換地指定 (0.3ヘクタール)

第9次)) ，' (8.5 )) ) 

第10次)) 、 (0.03 )) 

第2回審議会委員選挙

第11次仮換地指定 (2.5ヘクタール)

第2回事業計画の変更(設計、資金、施行年度の変更)

第3回 )) (資金の褒更)

第4回 )) (資金、施行年度の変更)

国費新規採択要求(国費の導入、昭和51年度採択)

都市計画道路の決定 (2・3・4号線)

第5回事業計画の変更(設計、資金、施行年度の変更)

第12次仮換地指定 (0.73ヘクタール)

第3回審議会委員選挙

実施計画、建設省承認

第13次仮換地指定 (0.02ヘクタール)

第6回事業計画の変更(設計、資金、施行年度の変更)

実施計画変更、建設省承認

第7回事業計画の変更(資金、施行年度の変更)

第8回 (公共用地の確定))) 

換地計画の縦覧

換地計画の認可

換地処分の公告

町名地番の変更





完成しだ道路そのq

国鉄中央線日野駅前広場 都市計画街路2・2.4号線と中央線の立体安差

都市計画街路1・3・2号線



NGW 

wm世嗣?N-N留円相国而恒国抑

器削的・的・N溜円相圃而恒輔

亡。



その3

区画街路8m

神明橋
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完成した公園・緑地
日野中央公園

矢の山公園 大阪西公園

22 

日
野
緑
地
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新しい街の公共施設

日
野
消
防
署

日野市役所

日野第一小学校

25 

日
野
第
七
小
学
校



新しい街

至八王子
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むすび

みんなの力で街は生れ変った。道がつくられみんなガ集う広場もできた。緑も数多く残こされ¥

水も清らかに流れるだ、ろう。

みんなの力で佳jガ生れ変ったことは\いつまでも人のJ~\に残り\子供達にも語りつガれるであろ

~つ
みちみち

整った街並と豊かな緑ガ人々のJ~\の潤いとなり\この街は活気に満々るだろう。
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神明上土地区画整理事業

俊工記念誌

発行昭和57年10月

神明上土地区画整理事業

施行者日野市

企画日野市都市整備部

区画整理課

日野市神明上オ -12-1 

編集東京都新都市建設公社

八王子市高倉町49-3 




